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米国ワールプール社 コンプレッサ事業 エンブラコ（Embraco）の 

株式取得完了と新子会社概要 

 

日本電産株式会社（以下、「当社」）は、2018 年 4 月 24 日付「米国ワールプール社 コンプレッ

サ事業 エンブラコ（Embraco）の株式取得に関する譲渡契約締結のお知らせ」にて公表したワー

ルプール社の保有するコンプレッサ事業 Embraco（以下、エンブラコ）の買収につき、2019 年 6

月 26日に欧州委員会より認可を取得したことに伴い、2019年 7月 2日（ブラジル現地時間 7月

1 日）に、一部を除き、株式取得を完了いたしました。株式取得を完了した会社は当社の子会社と

なりましたので、その概要についてお知らせ致します。 

なお、現時点で株式取得が完了していない中国の会社 2社につきましては、2019 年度第 2 四

半期末までに取得を完了する予定です。 

 

記 

 

1. 主要な子会社概要 

①社名の変更 

所在地 現会社名 新会社名（予定） 

ブラジル、ジ

ョインビレ 

エンブラコ・ブラジル社 

(Embraco Industria de 

Compressores e Solucoes em 

Refrigeracao Ltda.） 

日本電産グローバル・アプライアンス・コンプ

レッサー・ブラジル社Nidec Global 

Appliance Compressores e Solucoes em 

Refrigeracao Ltda. 

米国、デラウ

ェア 

エンブラコ米国社  

（Embraco US LLC） 

日本電産グローバル・アプライアンス米国社 

Nidec Global Appliance US LLC  

米国、ジョー

ジア 

エンブラコ・ノースアメリカ社 

（Embraco North America Inc.） 

日本電産グローバル・アプライアンス・ノース

アメリカ社 

Nidec Global Appliance North America 

Inc. 

メキシコ、ガ

ルシア 

エンブラコ・メキシコサービス社 

（Embraco Mexico Servicios, S. 

DE R.L. DE C.V.） 

日本電産グローバル・アプライアンス・メキシ

コサービシズ社 

Nidec Global Appliance Mexico 

Services, S.DE R.L. DE C.V. 
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メキシコ、ア

ポダカ 

エンブラコ・メキシコ社 

（Embraco Mexico, S. DE R.L. 

DE C.V.） 

日本電産グローバル・アプライアンス・メキシコ

社 

Nidec Global Appliance Mexico, S.DE 

R.L. DE C.V. 

ロシア、モス

クワ 

エンブラコ・ロシア社 

（Embraco RUS LLC） 

日本電産グローバル・アプライアンス・ロシア

社 

Nidec Global Appliance RUS LLC 

スロバキア、

スピシュスカ

ー・ノバ・ベス 

エンブラコ・スロバキア社 

（Embraco Slovakia s.r.o.） 

日本電産グローバル・アプライアンス・スロバ

キア社  

Nidec Global Appliance Slovakia s.r.o. 

イタリア、トリノ エンブラコ・ユーロセールス社 

（Embraco Eurosales S.r.l.） 

日本電産グローバル・アプライアンス・イタリ

ア社  

Nidec Global Appliance Italy S.r.l. 

 

 

②新任役員 

新会社名（予定） 新任役員（予定） 

日本電産グローバル・アプライアンス・コ

ンプレッサー・ブラジル社 

Nidec Global Appliance 

Compressores e Solucoes em 

Refrigeracao Ltda. 

取締役 バルター・タランザーノ 

取締役 マルシオ・ルイス・シュイサティ 

取締役 ホセ・ライノール・ドリーセン 

取締役 アドルフォ・シリアコ・ヌネス・デ・ソウザ・ネト 

日本電産グローバル・アプライアンス米国

社 

Nidec Global Appliance US LLC  

取締役 バルター・タランザーノ 

取締役 カチア・ドルジアン                                           

取締役 ホセ・ライノール・ドリーセン               

日本電産グローバル・アプライアンス・ノ

ースアメリカ社 

Nidec Global Appliance North 

America Inc. 

取締役 バルター・タランザーノ 

取締役 カチア・ドルジアン 

日本電産グローバル・アプライアンス・メキ

シコサービシズ社（合同会社） 

Nidec Global Appliance Mexico 

Services, S.DE R.L. DE C.V. 

役員 バルター・タランザーノ                     

役員 アドルフォ・シリアコ・ヌネス・デ・ソウザ・ネト 

役員 ホセ・ライノール・ドリーセン                                      

日本電産グローバル・アプライアンス・メキ

シコ社（合同会社） 

Nidec Global Appliance Mexico, S.DE 

R.L. DE C.V. 

役員 バルター・タランザーノ                   

役員 アドルフォ・シリアコ・ヌネス・デ・ソウザ・ネト 

役員 ホセ・ライノール・ドリーセン                                  

日本電産グローバル・アプライアンス・ロ

シア社 

Nidec Global Appliance RUS LLC 

取締役 カチア・ドルジアン 

取締役 バルター・タランザーノ 

取締役 アレクセイ・コスタンチノヴィッチ・ブルガコフ                               
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日本電産グローバル・アプライアンス・ス

ロバキア社 

Nidec Global Appliance Slovakia 

s.r.o. 

取締役 カチア・ドルジアン 

取締役 バルター・タランザーノ 

取締役 マルセロ・ボルバ 

日本電産グローバル・アプライアンス・イタ

リア社 

Nidec Global Appliance Italy S.r.l. 

取締役 バルター・タランザーノ 

取締役 カチア・ドルジアン 

 

 

2. 本件取引の目的および今後の運営方針 

当社は、家電・商業・産業用モータ事業を戦略的に重要な事業の一つと位置づけ、成長、

強化に努めて参りました。かかる戦略的方針の下、家電用モータ事業に関しては、2010年

1月に買収した日本電産ソーレモータ、2010年 9月に買収した日本電産モータの家電事業

を軸に家電産業事業本部にグローバル・アプライアンス部門を設置し、2017年 7月、家庭

用・商業用冷蔵庫のコンプレッサ事業を営むセコップグループ（現：日本電産グローバル・

アプライアンス・コンプレッサー社等）を買収し、これを機に家庭用・商業用冷蔵庫用のコ

ンプレッサ事業に本格参入を果たし、本件エンブラコの買収と併せ、当社の冷蔵庫用コンプ

レッサ事業の更なる拡大を目指しておりました。 

然し、2019 年 4 月 22 日付「当社コンプレッサ事業の売却に関するお知らせ」の通り、

当社による本件エンブラコの買収についての欧州委員会の条件付承認に伴い、セコップグ

ループを Orlando Management AG（以下、「オーランド」）が投資助言する ESSVP IV L.P. 

ESSVP IV （Structured）L.P.及び Silenos GmbH & Co. KGへ譲渡することとなりまし

た。エンブラコは冷蔵庫用コンプレッサセクターにおいて、業界トップクラスとして名高い

企業であり、技術力にも定評があります。今般、セコップを手放すこととなりましたが、本

件により、当社の冷蔵庫用コンプレッサ事業の更なる強化および製品ラインナップや販売

地域拡大が可能となると考えております。また、欧州・米州・中国等の主要地域において環

境規制が強化される中、今後 DCコンプレッサの需要が高まると予想され、エンブラコが保

有する DC コンプレッサにおける高い技術に加え、当社が保有するブラシレス DC モータ

技術を大いに活用することができます。更に、コンプレッサとモータは共通する部品も多い

ため、共同購買によるコスト削減シナジーを通じて更なる価値を顧客に提供できると考え

ております。 

エンブラコ及び当社が保有する技術力、ブランド力、優良な顧客基盤の融合により、当社

グループの成長を更に加速させ、中期戦略目標である 2020年度売上高 2兆円の達成に貢献

するものと確信しております。 

 

3. 今期の業績に与える影響 

今期の業績に与える影響につきましては現在精査中であり、東京証券取引所における適時開⽰

規則に基づき業績予想の修正がある場合には改めてお知らせ致します。 

 

以 上 


